
様式第二号の八 (第人条の四の五関係)

(第 1面)

産業廃棄物処理計画書

2025年  4月 28日

大分県知事 殿

提出者 株式会社ジェイエイアーズおおいた
住 所 大分県杵築市大字本川:1453番地の1
氏 名 代表取締役社長 大塚 修司
(法人にあつては、名称及び代表者の氏名)

電話番号 0978-62-6500

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第 12条第 9項の規定に基づき、産業廃棄物の減豊その他
その処理に関する計画を作成したので、提出します。

お
7Ⅲ 6123

事 業 場 の 名 称 株式会社ジェイエイフーズおおいた

事 業 場 の 所 在 地 大分県杵築市大学本庄 1453番地の1

計 画 期 間 2024年4月 1口～2025年3月 31日

当該事業ナ易において現に行つている事業に関する事項

① 事 業 の 種 類 飲料製造業 (10■ )

② 事 業 の 規 模 資本金 493,000,000円

③ 従 業 員 数 148人

④産業廃葉物の一連
の処理の工程

別紙 1の とおり

(日本工業規格 A列 4番)



産業廃葉物の処理に係る管理体制に関する事項

産業廃葉物の排出の抑制に関する事項

【前年度 (2024年度)実績】

産業廃葉物の種類 別紙許1

排
】
出  量 丹I!糸氏3-1 ――t

① 現状
(こオしまでに実施した収組〕

・食物残溢および汚泥は脱水処理を実施。

【R標】

産業廃葉物の種類 別紙3-1

排   出  量 男ll湘時3-1 ――t

② 計画 (今後実施する予定の取組)
と食物残冶および汚泥の脱水率を向上させる。

産業廃棄物の分別に関する事項

①現状
(分別している産業廃東物の種類及び分別に関する取林R)
B発生毎に分別 し、一時保管場所の区分を明確化している。

(今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組)
。現状を周知徹底する。②計画

(第 2面 )

(第 3面 )



自ら行う産業廃案物の再生ボlf用に関する事項

【前年度 (2024年度)実績】

産業廃葉物の種類 食物残澄 汚泥

自ら再生利用を行つた
1,630t 312t

① 現状
産 物の量

(これまでに実施した取組)

食物残造及び汚泥の脱水後に

“

佳狙巴化。

【目標】

産業廃築物の種類 食物残潜 汚泥

白ら再生利用を行う

産業廃棄物の量
2,450t 380t

② 計画

(今後実施する予定の取組)

・昨年度に引き統き食物残澄及び朽泥脱水の合水率の低減に

努めるが、果皮搾汁計画の変動により増減するじ

自ら行う産業廃棄物の中間処理に関する事項

〔前年度 (2024年度)実績】

産業廃棄物の種類 男ll玲氏3-1

自ら熟回収を行つた

産業廃棄物の量
――t t

① 現状
自ら中問処理により滅量した

産業廃棄物の量
――t ――t

(これまでに実施した取組 )

【日標】

産業廃乗物の種類 別紙3-1

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量
―一t ― t

自ら中間処理により減量する

産業廃棄物の量
――t ――t

② 言「画
(今後実施する予定の取組)



(第 4面 )

自ら行う産業廃棄物の埋立処分又は海洋投入処分に関する事項

【前年度 (2024年度)実績】

産業廃秦物の種類 男り糸氏3-1

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行つた

産業廃葉物の量

――t ――t

① 現状

(これまでに実施した取組)

【目標】

産業廃葉物の種類 丹Iよ湘氏3-1

自ら埋立処分又は

海洋投入処分を行う

産業廃棄物の量

t ――t

② 計画

(今後実施する予定の取組)

産業廃棄物の処理の委託に関する事項

【前年度 (2024年度)実績】

産業廃葉物の種類 月叫糸氏8-1

全 処 理 委 託 量 月町旅氏3-1

侵長認定処理業者への

処 理 委 話 量
男町糸氏3-1 ――t

再生利月業者への

処 理 委 託 量
――t t

① 現状
認定熱回収業者への

処 理 委 託 量
――t ――t

認定熟回収業者以外の

熱回収を行う業者への

処 理 委 託 量

一―t ――t

(これまでに実施した取組)

委託先の現場視察。



(第 5面 )・

② 計ltti

【日標】

産業廃棄物の種類 別紙3-1

全 処 理 委 託 量 邪j紙協―〕 一―t

男
「
!糸氏3-1 t

―一t

一 t 一―t

― t ――t

(今後実施する予定の取組)

委託先の現場視察、

※事務処理桐



別機上

廃葉物燿理フロ…圏

④2025年度 産業廃棄物の一連の処理工程

発生源            鹿 秦 物 処理・処′オの内容

野菜,異実搾汁
!=機

段ポール

缶類・H暉

委苫帝 (b々砕)ピン

製造用資材報
包及び灘棄包
材

萎誰 (圧縮)魔プラ(ピと―ル)

蔑プラ(パレット等)

製造資材

委託(較砕)ガンキ・ガラス

廃油 委誰 (油水分離)

自らの工事

くず鉄

機器Ⅲ設備

廃油

萎講t(麗影化)燃 え 殻焼却炉
(未暦・紙層〉

自社にて競永と難】避化植物残潜

白社にて離本・難】阻稔滞搬耕ホ処理工程



別紙2

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

(1)2025年度 管理体制及び役割

(2)管理体制の強化

①管理体制
工場内の各部署と協力し、廃棄物処理に関する組織の編成を強化する。

(3)方法

①発生する廃棄物の種類、発生状況、処理方法、処理に関する留意事項を整理し

企業全体で発生の抑制に努める。

名  称 氏  名 内   容

統括管理責任者
代表取締役社長
大塚 修司

①廃棄物の処理に関する統括・報告・承認。予算
の抽出

廃棄物企画推進者
取締役管理部長
田中 篤史

①廃棄物処理計画の策定

②発生抑制、再生、中間処理の推進と道正処理

および運営管理に必要な事項の検討

契約内容の確認有効期限・変更内容の確認

廃棄物担当者

(正 )

施設課長

山田 正行

(副)

施設課長代理

北野 透

①廃案物処理計画の作成

②廃棄物の管理状況把握と改善策検討

③中間処理・最終処分業者の選定と委託

契約の実施、管理有効期限 変更内容確認

④マこフェスト票の交付と管理

⑤監督官庁への各種報告書の作成

⑥社員への廃棄物に関する指導。教育の実施
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